庄原市と環境ベンチャー企業との共同事業についての経過メモ　　　　谷口隆明　　２０１０年１２月２１日作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１１年１月８日訂正　
○　合併前の経緯

２００１年　　　総領町地域エネルギービジョン

２００２年６月　　「庄原森のバイオマス研究会」立ち上げ　　県立大学、林業・木材産業の関係者、市民等の参加

２００３年　　　「NPO法人森のバイオマス研究会」に、　庄原市地域木材利用促進協議会」も立ち上げられる

２００４年　　旧庄原市が「地域新エネルギービジョン」を策定。　木質バイオマスエネルギーの活用についての基本方針を掲げる。

２００４年１０月　　ペレットストーブの開発（NPO法人と県内設計各社の共同事業）

○　２００５（Ｈ１７）年３月　　合併　　　　「SARUプロジェクト会議」の立ち上げ
○　２００５年１１月　　㈱ジュオン　　布野町に工場建設　　　

⇒庄原市の竹光木材が搬入（連携事業の開始）、アサヒビールの森を中心に

○　２００６年（Ｈ１８）５月　　　布野工場稼動開始　　　　

※　４月より、産業技術総合研究所とジュオンの共同研究開始　（３月１５日日経新聞など）

２００６年６月２１日　　環境新エネルギー問題調査特別委員会（溝口委員長、８人）の立ち上げ

○　２００６年９月補正予算　　エタノール実証実験棟建設予算を計上

　　　　　　　　　　※国の交付金採択の関係で２００７年事業に変更　　　

２００７年（Ｈ１９）６月建設開始～２００８年１月設置完了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００８年（Ｈ２０）３月から実証実験開始

○　２００６年１２月２１日　　「庄原市バイオマスタウン構想」の提出　　地域振興部農林振興課より

　　　　　　　　　・　　間伐材、林地残材の収集システムの構築

· ペレットストーブやボイラーの燃料（ペレットの活用）、排ガス浄化液や消臭剤の製造、バイオエタノールの量産化に向けた実証実験の方針提起
・　　関連施設の整備計画を示す。　　ペレット生産施設、木質バイオマス利用木材乾燥施設、民間事業体によるバイオエタノール精製施設などの提起

　　　２００６年１２月１４日　　　溝口議員が一般質問　エタノール・ペレットの製造コストの問題など

○　２００７年（Ｈ１９）２月　　「庄原市地域新エネルギー重点ビジョン報告書」⇒副題；森のバイオマス産業団地構想（クラスター）の実現に向けて（２１０ページ）の発表
　　　　　　　　・　　庄原市に製材、バイオマス利活用を初めとする木材関連事業を集積すること
· 各種事業の成立の可能性など詳しく分析、紹介

· ２００６年３月１５日の日経新聞の記事（ｐ、１７４）⇒産総研とジュオンの共同研究の４月から開始するとの報道を紹介。排ガス浄化装置で使用済みの木質チップの利用で、エタノールの製造原価を１リットル４０円以下に？
○　２００７年２月２２日　　議員全員協議会　木質バイオマスからのエタノール製造実証実験の取り組み状況について

　　　　　　　　　　　　※実証実験開始　　２００８年３月予定！！　　同時に大型プラントも始動する計画だった？

○　２００７年３月３日　　『しょうばらバイオマスフォーラム』⇒「バイオマスが私たちの暮らしと地域を創る！」を開催

　　　　　　　　　・　　真庭市の銘建工業㈱の総務部長兼営業部長の長田正之氏の講演　　

⇒製材所を中心とする自己完結型のとりくみの紹介。庄原市がペレットの良い顧客であると述べられたのが印象に残っている。

　　　　　　　　　・　　NPOバイオマス産業社会ネットワーク理事長　　泊(とまり)みゆき氏の講演

　　　　　　　　　　　　⇒木質バイオマスによるエタノール事業は、「間伐材の回収コストが高く、今の段階では非常に困難」、また、「過大な投資はダメ、イニシャルに補助金が出てもランニングコストが賄えないケース多し」と指摘。最後には「行政主導では限界」とも指摘。　　市長以下参加されていたが…。私には深い印象が残っている。

　　　　　　　　　・　　パネラーの「森のバイオマス研究会」の早田保義氏（明治大学教授）　 

　　　　　　　　　　　 ⇒庄原市がすすめるバイオエタノール製造の実験施設建設計画について、「木を粉砕するコストもまだ高い。実験が終わったらすぐ事業化というのでなく、当面は研究開発にとどめたほうが良い」といった意味のことを言われている。
○　２００７年３月８日　　庄原市と㈱ジュオン；　「木質バイオマス関連事業の推進に関する協定」の締結
○　２００７年１０月１５日　　総務地域振興調査会　　　バイオエタノール実証実験棟の無償貸与について
○　２００８年（Ｈ２０）２月１８日　　議員全員協議会　　　固定資産税の課税免除に関する条例案の説明
○　２００８年３月４日　　議員全員協議会　【地域振興部、企画課・商工観光課の説明】
　　　　　　　　　・　　木質バイオマス利活用プラント整備事業について　　　総事業費　　なんと５５億６９００万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００８年度事業費　　　　２９億１６００万円　　　　０８年度交付金　　１３億８９００万円

· 庄原工業団地への木質バイオマス利活用プラント建設にかかわる助成金等の試算について

　　　　　市の助成金合計　　　８,６５８万円　　　　（面積8,250㎡、設備投資２８億円、新規雇用１５人で試算）

　　　　２００８年３月１３日　一般質問　　横山議員（エタノール工場建設補助金について）　　実証実験の成果と展望

　　　　　　　　　　　　谷口議員（木質バイオマス活用プロジェクトについて）　　ペレット事業の成立根拠

　　　　　　　　　　　　溝口議員（バイオマスタウン構想について）　エタノール製造工場などについて　
○　２００８年４月１日　　　㈱ジュオンの関連会社　　グリーンケミカル株式会社設立

○　２００８年４月１１日　木質チップボイラー火入れ式（リフレッシュハウス東城）　　実施主体　　㈱ジュオン

　　　　　　　　　・　　整備事業費内訳　　国補助金　　　１９，９６４（千円）　　ジュオン４４，４６８（同）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市は敷地の一部を無償貸与
　　　　　　　　　・　　工期　　２００７年６月２６日～２００８年３月２４日

○　２００８年９月５日　　　議員有志（１０人前後?）　㈱ジュオンのエタノール実証実験棟視察
　　　　　　　　　　　「森林未利用資源を活用したジュオンのバイオエタノールの概要と特徴」のパンフと現場で説明を受ける

○　２００８年１０月１０日　　グリーンケミカル株式会社　　農林水産省地域バイオマス交付金事業の決定を受ける
○　２００８年１１月１５日　　『庄原バイオマスフォーラム２００８』

　　　　２００８年１２月議会　　谷口議員一般質問　めまぐるしい事業変更は。グリーンケミカルへ国庫補助の根拠など

○　２００９（Ｈ２１）年１月１３日　　議員全員協議会　　【商工観光課】

　　　　　　　　　　・　　庄原工業団地の用地分譲について　　　　

相手方　　　　グリーンケミカル株式会社　　　代表取締役　　西本　清宏

平面　　6,608.2７㎡×13,300円＝87,889,991円

載り面　　246,９５㎡×　1,330円=　　328,443円     合計　88,218,434円

· 事業概要

（１）リグニン類の製造　…プラスチック添加剤及び合成原料（リグノエース）　　　1,080t/年

（２）セルロース系炭素の製造　…インクやトナーの原料　　　　４２０ｔ/年

（３）BCL原料の製造　…排気ガスの浄化溶液　　　　　　　　720kl/年

　　　　　　　　　　　　　　※原料　　森林未利用資源　　　２４ｔ/日量
　　　　　　　　　・　　創業予定　　　２０１０年４月　　　　　従業員数　　　２５人（予定）
　　　２００９年１月２０日　　臨時議会での谷口議員の質疑　（グリーンケミカルへの土地分譲の議案）

　　　　　　　　　　　　リグニン製造の採算と可能性、大手の企業に太刀打ちできるのかなど　
　　　２００９年３月４日　　横山議員一般質問　　エアｔノール製造からリグニン、セルロース、浄化液製造に変更した理由は

２００９年３月１３日　　環境新エネルギー問題調査特別委員会の中間報告

２００９年９月議会　　谷口議員の一般質問　　　バイオマス産業団地構想のトータルとしての進捗状況は
２０１０年（Ｈ２２）３月２５日　　２１年度一般会計補正予算への谷口議員の質疑
　　　　　　　　　　　グリーンケミカルの財源の年度割額の変更の理由について

○　２０１０年（Ｈ２２）５月１０日　　グリーンケミカル㈱が建設をすすめていたリグニン類の抽出施設の一部が完成し、関係者を招いて落成式
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